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ム 5月20、自然運動公園を主会場に「第 7回県民レク リーエションのつどしりが聞かれましたーま ず

参加者全員で体操などをして体をはくした後、サイク リング、オ リエ ンテー リング ゲー トボニル フ

ィールドアスレチック(ー写真)など 8つの希望コースに分かれて、すがすがしい汗を流しました。
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暫
定
一

一
車
線
で
早
期
開
通
を

えつ

上回バイパス第 1期区間図

5，600 m 
常磐城

国
道
一
四
四
号
線
と
の
接
続
箇
所
住
吉

地
区
か
ら
も
工
事
が
始
ま
る

口す

つ

故
か
ら
尊
い
生
命
を
守
る
た
め
、
次

の
よ
う
な
点
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
気
を
つ

国
道
一
八
号
線
上
田
バ
イ
パ
ス
(
東

部
町
本
海
野

l
上
田
市
上
塩
尻
問
、

延
長
十
一
・
五
キ
ロ
日
)
は
、
第
一
期

区
聞
の
広
域
農
道
か
ら
上
塩
尻
ま
で

五
・
六
キ
ロ

日
を
暫
定
二
車
で
早
期

開
通
で
き
る
よ
う
、
固
と
市
で
用
地

交
渉
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

昭
和
五
十
八
年
度
末
で
七
四
%
の
用

地
買
収
と
な
り
ま
し
た
。

昭
和
五
十
九
年
度
は
、
繰
が
丘
北
、

蛇
沢
、
生
塚
、
そ
の
他
の
残
件
を
地

権
者
の
皆
さ
ん
の
御
理
解
と
御
協
力

を
い
た
だ
き
、
大
部
分
の
用
地
買
収

が
で
き
る
よ
う
計
画
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

住
吉
地
区
か
ら
も
着
工

本
体
工
事
を
促
進
す
る
た
め
、
五

月
中
旬
、
国
道
一
四
四
号
線
の
接
続

部
分
住
吉
地
区
か
ら
、
延
長
四
百
日

の
工
事
と
橋
台
工
の
一
部
が
着
工
さ

れ
ま
し
た
。

上
田
バ
イ
パ
ス
は
、
幅
員
二
十
玉

川
で
中
央
分
離
帯
を
も
っ
四
車
線
道

路
と
し
て
計
画
さ
れ
用
地
買
収
も
行

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
当
面
は
暫
定
二

車
線
で
早
期
開
通
を
目
指
し
て
住
吉

地
区
か
ら
の
工
事
は
実
施
さ
れ
ま
す
。

秋
和
橋
も
着
工

上
塩
尻
、
秋
和
地
区
か
ら
の
工
事

も
断
続
し
て
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

バ
イ
パ
ス
を
横
断
す
る
市
道
大
蔵
京

線
の
跨
道
橋

(延
長
五
十
二
日
)
と

魚
ノ
沢
川
水
路
橋

(
同
四
十
六
U
)

の
本
体
工
事
も
ほ
ぼ
完
成
し
、
昭
和

五
十
九
年
度
は
、
秋
和
鉱
泉
前
の
秋

和
橋
り
ょ
う
工
事
(
同
六
十
一
日
)

と
関
連
す
る
道
路
工
事
や
西
部
地
区

盛
土
約
百
日
区
聞
の
工
事
が
実
施
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

五
十
九
年
度
事
業
費

大
幅
増
額
に

用
地
買
収
を
相
極
的
に
進
め
る
た

め
、
五
十
九
年
度
は
、
国
の
用
地
国

債
(
国
庫
債
務
負
担
行
為
)
約
十
七

億
円
と
、
工
事
費
な
ど
約
九
億
円
、

合
計
二
十
六
億
円
余
り
の
凶
の
事
業

費
予
算
が
決
定
さ
れ
、
前
年
度
よ
り

七
億
円
余
り
の
大
幅
増
額
と
な
り
ま

し
た
。

市
と
し
ま
し
で
も
、
今
後
、
地
権

者
の
皆
さ
ん
の
御
理
解
と
御
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
固
と
い

っ
し
ょ

に
な

っ
て
用
地
買
収
を
積
極
的
に
推

進
し
、
そ

の
状
況
を
み
な
が
ら
本
体

工
事
費
な
ど
の
予
算
の
増
額
と
工
事

の
促
進
を
、
国
に
強
力
に
要
望
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す

与
え
る
こ
と
か
ぜ
ま
れ
ま
寸
お
や

つ
の
時
間
を
ご
一
比
に
す
る
こ
と
は
、
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、
司
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占
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六
月
か
ら
八
月
は
、
子
供
の
水
の

報
事
故
が
目
だ
っ
て
増
え
る
時
期
で
す
。

広

子
供
の
水
の
事
故
は
、
こ
の
時
期
に

一

限
ら
ず
一
年
中
起
こ
っ
て
い
ま
す
が
、

一

六
月
か
ら
八
月
が
特
に
多
く
、
同
じ

一

時
期
の
交
通
事
故
に
よ
る
死
者
を
大

』

き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。

日
チ
供
は
水
遊
び
が
大
好
き
で
す
。

月
そ
の
半
面
、
水
の
怖
さ
を
知
り
ま
せ

P
O
 
年

ん

。
そ
の
た
め
、
判
明
が
ち
ょ
っ
と
白

川
を
離
し
た
す
き
に
、
と
り
返
し
の
つ

昭
か
な
い
悲
し
い
事
故
に
結
び
つ
く
こ

一

と
が
多
い
の
で
す
。

一

子
供
の
水
の
い
争
故
は
保
護
者
の
責

ω
任
と
心
得
て
、
ふ
だ
ん
か
ら
子
供
に

一

よ
く
注
意
す
る
と
と
も
に
、
水
の
事

第 912号『

子供たちを

f三えつ

故
か
ら
尊
い
生
命
を
守
る
た
め
、
次

め
よ
う
な
点
に
し
ゅ
う
ぶ
ん
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

O
子
供
た
ち
だ
け
で
水
遊
び
ゃ
水
泳

に
行
か
な
い
よ
う
、
ふ
だ
ん
か
ら

言
い
聞
か
せ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

o
家
の
近
く
に
、
た
め
池
や
用
水
池

な
ど
が
あ
っ
て
、
柵
と
か
蓋
な
ど

が
な
い
場
合
は
、
所
有
者
な
ど
に

申
し
込
れ
て
処
置
を
し
て
も
ら
い

±
ナ
し
ょ
、
っ
。

O
水
辺
で
遊
ん
で
い
る
子
供
を
見
か

け
た
ら
声
を
か
け
、
安
全
な
場
所

で
遊
ば
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

O
雨
降
り
の
後
な
ど
川
や
用
水
が
増

水
し
て
い
る
と
き
は
、
子
供
を
近

づ
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

0
自
宅
周
辺
百
日
く
ら
い
ま
で
の
所

(
幼
児
の
活
動
範
囲
)
に
、
危
険

な
所
が
な
い
か
調
べ
て
お
き
ま
し

ト
み
、
「
ノ
。

国
道
一
四
回
号
線
と
の
接
続
箇
所
住
吉

地
区
か
ら
も
工
事
が
始
ま
る

上
塩
尻
、
秋
和
地
区
か
ら

の
工
事

も
断
続
し
て
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

話

虫
歯
予
防
と

六
月
四
白
か
ら
十
日
は
「
歯
の
衛

生
週
間
」
で
す
。
今
回
は
、
虫
歯
予

防
に
つ
い
て
お
話
し
ま
し
ょ
う
。

口
も
食
器
使
っ
た
ら
洗
う

食
事
の
後
、
茶
わ
ん
や
皿
を
洗
う

で
し
ょ
う
。
ま
さ
か
、
放
っ
て
置
い

て
次
に
そ
れ
を
使
う
こ
と
は
な
い
は

ず
で
す
。
私
た
ち
の
口
の
中
も
、
一

つ
の
食
器
と
考
え
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

つ
ま
り
、
食
べ
る
器
で
あ
り
機
械
で

あ
り
、
食
べ
た
後
洗
わ
な
け
れ
ば
不

潔
に
な
り
壊
れ
も
す
る
わ
け
で
す
。

で
す
か
ら
、
食
後
必
ず
歯
を
磨
く
か

う
が
い
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

う
が
い
と
一
口
に
い
っ
て
も
、
小

さ
な
お
子
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
か
な

り
難
し
い
作
業
で
す
。、
つ
が
い
が
上

手
に
で
き
る
よ
う
に
な
る
に
は
、
そ

れ
な
り
の
知
能
や
運
動
神
経
の
発
育

が
望
ま
れ
ま
す
。

お
や
つ

う
が
い
の
で
き
な
い
場
合
は
、
食

事
の
後
で
果
物
や
泊
け
物
を
食
べ
た

り
、
水
や
お
茶
を
飲
む
こ
と
に
よ
り

あ
る
程
度
の
虫
歯
予
防
の
効
果
が
期

待
で
き
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
果

物
や
漬
け
物
の
繊
維
が
歯
の
表
面
に

残
っ
た
食
べ
か
す
を
き
れ
い
に
し
ま

す
し
、
水
や
お
茶
は
食
べ
物
の
残
り

を
洗
い
流
す
役
目
を
す
る
わ
け
で
す
。

し
か
し
、
も

っ
と
も
効
果
が
あ
る

の
は
、
や
は
り
歯
を
磨
く
こ
と
で
す
。

お
子
さ
ん
が
小
学
校
に
あ
が
る
こ
ろ

ま
で
は
、
尚
磨
き
は
、
お
母
さ
ん
が

必
ず
手
伝
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

お
や
つ
は

心
身
の
発
育
に
役
立
つ

お
や
つ
を
与
え
る
と
き
も
歯
を
磨

く
こ
と
を
条
件
に
与
え
、
食
べ
た
後

は
必
ず
磨
く
と
い
う
こ
と
を
習
慣
化

し
て
し
ま
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

お
や
つ
は
決
ま
っ
た
時
間
に
だ
け

与
え
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
お
や

つ
の
時
間
を
一
定
に
す
る
こ
と
は
、

虫
歯
予
防
の
ほ
か
に
子
供
の
し
つ
け

に
と
っ
て
も
大
事
な
こ
と
で
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
生
活
の
リ
ズ
ム
が
で
き

る
と
と
も
に
、
が
ま
ん
や
待
つ
と
い

う
心
が
養
わ
れ
、
ま
た
母
親
と
子
供

の
対
話
の
場
と
し
て
の
意
義
も
大
き

い
で
し
ょ
う
。

お
や
つ
に
は
牛
乳
、
果
物
、
卵
な

ど
か
、
こ
れ
を
調
理
し
た
も
の
が
勧

め
ら
れ
ま
す
。
お
や
つ
の
カ
弓
リ
ー

は
大
人
に
比
べ
て
か
な
り
少
な
く
て

よ
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
た
ん
ぱ

く
質
、
ビ
タ
ミ
ン
、
カ
ル
シ
ウ
ム
な

ど
は
成
人
と
変
わ
ら
な
い
く
ら
い
必

要
で
す
。
で
き
れ
ば
過
に
何
回
か
は

母
親
の
手
製
の
お
や
つ
が
好
ま
し
く
、

母
親
の
愛
情
の
こ
も

っ
た
も
の
を
食

べ
る
と
い
う
意
味
か
ら
も
腕
を
奮
う

べ
き
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
子
供
と
い

っ
し
ょ
に
お
や
つ
を
作
る
と
い
う
こ

と
も
大
切
な
生
活
環
境
と
い
え
ま
し

ょ
う
。
時
間
が
な
く
手
聞
が
か
け
ら

れ
な
い
と
き
は
、
豆
を
い
っ
た
り
、

い
も
を
焼
い
た
の
で
も
い
い
で
し
ょ

よ
J

。で
き
る
だ
け
薄
味
で
砂
糖
の
少
な

い
お
や
つ
は
、
虫
歯
予
防
ば
か
り
で

な
く
、
心
身
両
面
の
発
育
に
役
立
つ

で
し
ょ
う
。
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.一一: 夫が厚生年金に加入している会社員の事で、
:同]: 国民年金に加入中です。生活が苦しく保険料

を納めることが困難なのですが、このような

場合には保険料の免除を受けられると聞きましたがど

うで‘しょうか。

;会-， 保険料の免除を受けられる人は、本人の意
・ロ! 志に関係なく当然に国民年金に加入しなけれ

ばならない人(強制加入者)に限られています。

法に定められた要
法定免除・・・件に該当すれば当}免除期間中

然に免除される }去の国庫負
申請免除…同 上 j担あり

(ただし、申訪に).h.
づく)

あなたの場合は、当然加入の被保険者ではなく、希

望によって加入された任意加入被保険者ですので、保

険料の免除は受け られません。これは、任意加入被保

険者は加入するのが本人の任意であると同時に、国民

年金を脱退することも自由だからです。

なお、あなたの場合は夫が厚生年金保険に加入して

いますので、その配偶者である期間は、国民年金に任

意加入しなかった期間についても通算対象期間(カラ

期間)とされます。しかし、将来、通算老齢年金の年金

額の算出にあたっては、保険料納付期間のみが計算の

対象となり、任意加入しなかった期間は年金額の対象

となりません。 したがって、希望して国民年金に加入

した以上は、将来充実した年金を受けるためにも、保

険料を滞納せずに納めなければなりません。

保険料を納めることがどう しても困難になった場合

は、必ず資格喪失届を出すようにしてください。

保険料の免除制度

御
寄
付
お
礼

次
の
皆
様
か
ら
温
か
い
御
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

V
有
限
会
社
桜
井
産
業
棟
門
柱
校

名
似
二
(
正
門
、
南
門
)
南
小
学

校
へ
マ

金

井

弘

樟

(大

久

保

)

ギ

ヤ

y

ジ
ベ

y

ド

一

れ

ね

た
き
り
身
体

障
心
者
祈
お
よ
び
寝
た
き
り
老
人
へ
の

作

μ

lレ
山
山

l
レ
凶
附
〉
』

1
レ
グ
也、

戸 第 912号12号~

V
竹

原

建

材

棟

地

主
困
芸
用
山
砂

八
立
方
川

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

V
株
式
会
社
ナ
カ
ム
ラ
棟
、
砥
石
も

と
子
横

(
触
が
丘
三
)
ウ
エ
ス
タ

ン
リ

l
ク
公
式
戦
入
場
券
八
十
枚

身
障
・
柏
薄
施
設
の
入
所
者
の
皆
さ

ん
に
V
石
井
光
一
様

(
大
手
二
)
書
籍

三
冊

福

祉

会
館
図
書
と
し
て

V
森
泉
恒
男
梯

(
佐
久
市
)
応
接

セ

ッ
ト

一
式
お
よ
び
ジ
ュ

ー
タ
ン

川
問
中
学
校
へ

V
株
式
会
社
長
野
リ

l
ド
機

灯
-
式
南
小
学
校
へ

V
株
式
会
社
長
遊
園
様

庭
木
三
本

図
書
館
環
境
桜
備
の
た
め

V
橋

本

博

様

(新
田
)

四
百
五

十

万

円

文

化

セ

ン

タ

ー

備

品

用

代

金
と
し
て

V
馬
場
義
人
様

(中
央

二

農

民

美

術

品

一

点

文

化

セ

ン

タ

ー

備

品

と
し
て

V
橋
詰
直
人
検

(
下
之
条
)

市
木

二
本
南
小
学
校
へ

V
有
限
会
社
琴
光
堂
楽
器
庖
樟
ブ

ロ
ン
ス
胸
向
山
d

J

j

位
へ

V
人
形
会
館
ま
つ
ば
や
機

瓦
月
人

形

二

組

市

母

f
寮
と
見
汗
寮
へ

1りj
~[1. 

~
九
七
こ
年
六
月
、
国
連
人
間
環
境
会
識
が
人
間
環
境
の
保
全
と
改
善

を
世
界
共
通
の
努
力
目
標
と
し
た
「
人
間
環
境
宣
言
」
を
採
択
し
て
以
来
、

廿
一
存
与
E

P
L
Z
L

、3
rtー旦
E
BWロR
EF
-
-司川
J

H

主
要
河
川
水
質
調
査

申請は今すぐに(強制加入者)

国民年金保険料を納めようと努力しても、さし:

:迫ったいろいろの事情があり納められない場合は、

:そのまま未納にしておかないで今すぐに免除の手(

:続きをすることが大切です。「保険料の免除」が認 i
:められますと、必要な資格期間 ・年数に加えられ:

:年金額のすは保障されます。

免除の申請をされる方は、ためらわずに印鑑を i
;お持ちになってお出かけください。

: <国保年金課年金係E⑫4100内線284・有線②0711>: 

~♂社会保険出張相談日吋一;

E (6月) ~ 

~ - •. .•• . ... .•• - (第 1火曜日 5日 当
(. *千曲川左岸地区 ~ ;:，，: : " -n;~ :... '̂ ~ f s ~，-，"，.~~~- l第 3火曜日 19日 h 

E 会場・・・松尾工業株式会社(川辺町) ~ 

~ • . •...• - (第 2火日記日 12日 5 
7 合千曲川右岸地区 ~ ~ ... 1_ nll rl ，，~ n 1. ~ ~，....'"，......~~- l第 4火曜日 26日 R 

R 会場・・・海野町会館(海野町) ~ 

~ 0各会場とも午前10時~午後3時 R 
~ 0お問い合わせ一-上回商工会議所 4 
1. (伊媒ビル内)ft⑫4500 ~ 
~~苧山小~月当庁首庁、台市古小ψ苧中平もホー月~守ゆ苧中苧唱'

V
上
田
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
様

掛
時
計

一
台

福
祉
会
館
へ

V
水
藤
繁
次
様

(中
央
三

)、

河
田
征

夫
様

(中
央
五
)

二

万

円

交

通

災
害
遺
児
福
祉
の
た
め
に

V
上
回
城
南
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
様

官
軒
桜
の
苗
木
四
十
本
自
然
運
動

公
凶
へ

V
佐
藤
貞
幸
梯

(
藤
沢
市
)
南
極

の

石

博

物

館

へ

V

匿

名

L

ハ
下
三
百
八
十
円

J
h
附
制

k
p
の引い
U-
全
と
し
て

H 

国民年金積立金還元融資
室賀保育園などが完成

j-.Hl ，↑Jが、昭和58年度に国民年金積立金還元
融資を受けて行った事業は、次のとおりです。

手口保育同建設事業、身体障害者福祉センタ一

連設事業、文化会館建設事業(昭和58・59年度継
続事業1、中央公民館建設事業(昭和58・59年度継
続事業人型殿小学校夜間照明施設建設事業、ご

み処FJ!.地設繋備卒業(昭和58-60年伎継続事業・
上岡市兵田町じんかい焼却場組合)



- 耳1

防
刀
打
お
よ
び

μ
た
き
り
主
人
ヘ
の

口
し
出

L
別
と
し
て

'v
株
灯
一
式

形

組

五
月
人

市
母
子
寮
と
見
汗
寮
へ

『
九
七
二
年
六
月
、
国
連
人
間
環
境
会
識
が
人
間
環
境
の
保
全
と
改
善

を
世
界
共
通
の
努
力
目
標
と
し
た
「
人
間
環
境
宣
言
」
を
採
択
し
て
以
来
、

世
界
各
国
て
は
六
月
を
環
境
保
護
月
間
と
し
て
諸
行
事
に
取
り
組
ん
て

い
ま
す
。
上
田
市
で
も
六
月
中
は
「
自
然
を
大
切
に
」
を
重
点
目
標
に

環
境
保
護
の
運
動
を
展
開
し
ま
す
。

だく特集〉

よりよい環境をみんなで

えつ一(1)一一一ー昭和59年 6月 1日一一一一ー広報

主
要
河
川
水
質
調
査

一
部
刀
可

H
ぷ
争
也
頃
句
こ

-

E

，，‘、，
E
E
E
F
j
h
a
d
-』
a
l

，aS
E
S
E
r
-
-

上
田
市
に
は
、
大
小
た
く
さ
ん
の

河
川
が
流
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の

河
川
は
、
飲
料
水
の
水
源
と
し
て
、
ま

た
農
業
用
水
と
し
て
用
い
ら
れ
る
な

ど
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

生
活
環
境
課
で
は
、
大
切
な
河
川

の
水
質
を
監
視
す
る
た
め
、
市
内
を

流
れ
る
主
要
七
河
川
の
十
二
地
点
で
、

毎
月
一
回
水
質
調
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。
下
の
図
は
、
そ
の
結
果
の
中
か

ら
、
水
質
の
汚
濁
状
態
を
よ
く
表
わ

す

B
O
D
(生
物
化
学
的
酸
素
要
求

量
)
の
変
化
と
、
環
境
基
準
値
(
水

質
に
対
す
る
行
政
目
標
値
)
を
比
較

し
た
も
の
で
す
。

環境保護月間行事予定表

環境美化運動の日

環境美化運動の日 ・市民一斉

行動日

河川ノマトロール

公害防止指導員研修会

市内河川定例水質調査

(ゴミセ百運動の日 )

5月30日

6月3日

6月6日

6月12・13日

図
が
示
す
よ
う
に
、
神
川
、
蛭
沢

川
で
は
浄
化
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
ま
た
、
浦
野
川
、
室
賀

川
で
は
以
前
か
ら
良
好
な
水
質
が
保

た
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
他
の
河
川

で
は
環
境
基
準
が
達
成
さ
れ
ず
、
特

に
、
矢
出
沢
川

(
住
吉
崎
)
で
は
環

境
基
準
を
大
き
く
上
回
り
汚
濁
の
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

河
川
の
汚
染
の
原
因
に
は
様
々
な

も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
最
近
で
は
家

庭
か
ら
出
さ
れ
る
雑
排
水
の
占
め
る

割
合
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
住
宅
の
増
加
し
て
い

る
地
域
の
河
川
で
は
水
質
の
悪
化
が

市内農業用水水質検査

し尿浄化槽水質検査および維

持管理指導

一日清掃日

家庭雑排水浄化対策

廃棄物の分別徹底と

市内河川の清掃

6月13日

6月中旬

" 

6月下旬

6月中

" 
" 

有効利用の啓発

匡

上
資
れ
訪
市
ド
ホ
処
町

融

室

控

続

税

み

卜

予
想
さ
れ
ま
す
。

雑
排
水
に
よ
る
河
川
の
め
染
を
防

ぐ
た
め
、
市
で
は
公
共
下
水
道
の
普

及
や
雑
排
水
簡
易
浄
化
槽
の
設
置
を

進
め
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
御
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

51 535557 58!年)

産川
(下産川僑)

ーー・ー一一環境基準値

51 535557 58(年}

室i'i川
(下室1'i)

少
品
y

f
京司，推の

+由一均平年D
 
O
 
B
 
質水の川

川
[川

ω

-
目
.
内市

51 535557 58(年)

蛭沢川
(中央4丁目)

51 535557 58(年}

t南野111
(築I也)

BOO(mg f) 

10 
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魚が泳ぐきれいな川に
き
れ
い
な
河
川
を
守
り
、
住
み
よ

い
環
境
を
つ
く
ろ
う
と
、
各
自
治
会
、

衛
生
推
進
協
議
会
、
河
川
愛
護
会
、

公
害
防
止
指
導
員
な
ど
大
勢
の
皆
さ

ん
が
協
力
し
て
、

毎
年
、
春
と
秋
、

河
川
清
掃
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
市
民
の
皆
さ
ん
の
長

年
の
努
力
が
実
り
、
最
近
で
は
市
内

号
の
中
心
部
を
流
れ
る
矢
出
沢
川
、
蛭

似
沢
川
で
も
、
コ
イ
な
ど
が
生
息
で
き

第
る
ま
で
に
河
川
が
浄
化
さ
れ
、
秋
の

戸
出
掛
後
は
子
供
た
ち

の
手
で
コ
イ
い
か

えつ広報

河川清掃をする市民の皆さん

放
流
さ
れ
て
い
ま
す
。

川
の
汚
れ
は
、
家
庭
か
ら
排
出
さ

れ
る
雑
排
水
が
主
な
原
因
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
他
に
も
、
心
な
い

人
た
ち
に
よ
っ
て
捨
て
ら
れ
る
空
き

缶
、
空
き
ビ
ン
、
廃
材
、
そ
の
他
さ

ま
ざ
ま
な
ゴ
ミ
な
ど
に
よ

っ
て
も
、

か
な
り
汚
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
川
の
汚

れ
に
つ
い
て
深
い
関
心
を
も
ち
、
河

川
を
き
れ
い
に
す
る
努
力
を
し
て
、

住
み
よ
い
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

簡
易
浄
化
槽
の
清
掃
を

汚
泥
処
理
施
設
建
設
の
予
定

昭
和
五
十
年
か
ら
公
害
防
止
条
例

に
よ
り
公
共
下
水
道
対
象
地
区
以
外

で
は
、
「
家
庭
雑
排
水
簡
易
浄
化
槽
」

(
三
槽
式
、
二
百

μ
以
上
)
の
設
置

が
義
務
付
け
ら
れ
、
現
在
、
一
万
二

千
余
基
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

簡
易
浄
化
槽
は
、
設
置
し
た
ま
ま

で
は
浄
化
の
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
。

定
期
的
に
清
掃
を
し
な
い
と
、
悪
臭

の
発
生
は
も
と
よ
り
、
汚
泥
が
流
れ

出
て
し
ま
い
河
川
を
汚
し
て
し
ま
い

ま
す
。
清
掃
は
、
二
か
月
に
一
回
は

下水道・簡易浄化槽の地区別普及状況
(59.3.31現在)

仁三1簡易浄化僧

&A1下水道

行
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

今
年
度
当
初
予
算
に
国
庫
補
助
対

象
事
業
と
し
て
雑
排
水
汚
泥
処
理
施

設
の
建
設
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

い
ま
ま
で
は
、
農
地
や
空
き
地
な
ど

で
自
家
処
理
を
お
願
い
し
て
き
ま
し

た
が
、
こ
の
施
設
の
完
成
後
は
収
集

処
理
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

長
い
間
、
御
迷
惑
を
お
か
け
し
て

き
ま
し
た
が
、
施
設
が
完
成
す
る
ま

で
、
も
う
し
ば
ら
く
御
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。54.7 

98.9 

67.4 

96.3 

99.8 

100% 50 

し尿浄化僧は正しい管理を

し尿浄化槽は、日常の管理を怠ると浄化さ

れない汚水が水路や河川に流れ出て、悪臭な

どで近隣の人たちに迷惑をかけます。
設置者には、定期的な点検と清掃が義務付

けられています。また、点検や維持管理など

を代行する「上田市し尿浄化槽維持管理組合」

がありますので加入をお勧めします。
く事務局生活環境課宮⑫4100内線302>

自然を守る粉石けん

市では、 水きれいていお

いしい水、美しい河川 H

を守るために、自然の原

料からできていて、昔か

ら使われている粉石けん

を市民の皆さんに使って
いただくよう、御協力を

お願いしています。



水道は暮らしのリズムひらく窓

第26回水道週間
6月4日(翁-6月ア日(木)

水道特集(1)広報うえだ

川
を
き
れ
い
に
す
る
努
力
を
し
て
、

住
み
よ
い
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

東部

南部

中 央

北 部

西部

城下

塩尻

川 ill
京国

神川

神 科

笠殿

中塩聞

東塩田

西塩回

目IJ 所

川西

六
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
、
第
二

十
六
回
水
道
週
間
が
全
国
一
斉
に
行

わ
れ
ま
す
。

水
道
は
、
私
た
ち
の
健
康
で
文
化

的
な
日
常
生
活
を
支
え
る
重
要
な
施

設
の
一
つ
で
あ
り
、
社
会
的
、
経
済

的
な
諸
活
動
を
支
え
る
う
え
で
も
不

可
欠
な
施
設
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
、
水
道
を

取
り
巻
く
状
況
の
変
化
に
は
、
極
め

て
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
き
れ

い
な
水
を
豊
富
に
安
定
し
て
供
給
す

る
た
め
に
、
水
道
事
業
の
課
題
は
尽

き
ま
せ
ん
。
水
道
水
源
の
汚
濁
防
止
、

水
需
要
の
増
大
に
対
応
す
る
た
め
の

水
源
の
確
保
や
建
設
改
良
事
業
な
ど
、

緊
急
に
し
て
重
要
な
難
問
を
解
決
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
皆
き
ん
に
水
道
に
つ
い

て
理
解
と
関
心
を
高
め
て
い
た
だ
き
、

そ
れ
に
よ
っ
て
公
衆
衛
生
の
向
上
と

生
活
環
境
の
改
善
を
図
リ
、
さ
ら
に

水
道
事
業
の
今
後
の
発
展
に
役
立
て

る
た
め
、
水
道
週
間
を
実
施
す
る
も

の
で
す
。

上
田
市
も
大
正
十
二
年
に
水
道
が

創
設
き
れ
て
か
ら
、
六
十
年
の
歳
月

が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念
し

て
、
八
月
下
旬
に
「
水
道
六
十
年
回

顧
展
」
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
過
ぎ

し
日
の
水
道
事
業
を
振
り
返
り
、
明

日
の
豊
か
な
水
道
を
目
指
し
て
開
催

す
る
も
の
で
す
。
御
期
待
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
回
顧
展
の
資
料
を
集
め
て

い
ま
す
の
で
、
御
協
力
く
だ
さ
い
。

こんなとき水道の届け出を

①引っ越してきたと 0使用再開届 をしてください。

きや、今まで使っ 。電話でもけっこうですから、お早めにお届け

ていない水道を使 くfごきし、。

用するとき 0入居された臼から料金が計算されます。

o固めつくところに「使用中止中」の水色の荷札

があります。それによって検針区コード、使用

者番号をお確かめのうえ、お届けください。

①引っ越して行くと 0一時休止届 をしてください。

きや、水道を一時 0電話でもけっこうですから、お早めにお届け

休止するとき ください。

o届け出のあった日までの水道料金を現地で精

算します。

0この手続きをしないと、後で入居した人が迷

惑します。

①将来、使う見込み 0廃止屈 をしてください。

めない水道を止め 0電話でも けっこうですから、お早めにお届け

るとき くアごきし、。

o届け出のあった 日まてやめ水道料金を現地で精

算します。

①使用者の名義を変 0使用者名義変更届 をしてくださし、。

更するとき、特に 0印鑑を御持参のうえ、お早めにお届けください。

死亡した人の名義 0水道料金は、旧使用者の分も合わせて新使用

を使用者に変更す 者の負担となります。

るとき

お届けいただく とニろ

水道局業務課 (南庁舎 1階)

電話 22-4100内線506・507有線 2-0831

的
反

資料をお貸しください
上岡市水道60年回顧展
8月30日同-9月3日(月)

お借りするもの

① 写真・一過ぎし自の水道工事や施設の写真。市

内の河川や井戸、水道を利用している写真

② 資料一・昔なつかしい水道のじゃ口などの給水

器具、浄水、配水などの装置、図面な ど
連絡先

水道局業務課包容池100内線504・505有縦割831

水道料金納入に

口座振替の御利用を
口座振替制度とは、皆さんが預金されている

金融機関の口座から、自動的に水道料金を支払

ってくれるシステムです。 日ごろ、お忙しい御

家庭の方にとってはたいへん便利な制度です。

お申し込みは、預金通帳と印鑑 (預金の出し

入れに使っているもの)に納付書をお持ちにな

って、取り引きの金融機関て、簡単にできます。



って‘市

アこ。しか

Lこ移り

られてき

道施設を

、ます。ま

臭い7)(に

市の水道は大きく分けて上田市上水道、長野県営水道(塩田地区および川西

の-dl¥)の二つの上水道があります。 このうち上田市上水道は、配水区域を二

分けて染屋系統(染屋浄水場から市街地、塩尻、城下、川西方面に配水してい

の計画給水人口75，000人、給水量56.000m'/イ日)と石舟系統 (石舟浄水場から

白殿、神111、北部高地に配水しています。計画給水人口26，000入、給水量8，700m'

)があ ります。

'賀川配水池 /ノ

マ.--
ぐ)

/ 

/ 

広報うえだ水道特集(2)



水道事業のあらまし

水道ができたニろ 上田市に、はじめて水道

ができたのは大正12年(1923年)のことです。 千曲

川畔の泉町水源地からポンプ揚水し染屋浄水場ま

で導水しました。水道を使った人は約 2万人の市

民でした。事業費は当時のお金で85万円でした。

ひろがる水道 本格的な拡張工事は戦後にな

ってからでした。昭和25年から第 1次拡張工事が

3行われ、その後、昭和53年の第 5次拡張までの工

事によ って水道は飛躍的に広がり、今日の近代的

な水道施設が整備きれました。 この間には、水源

として神川の神科新屋からの取水や菅平夕、ム利用

'¥ / 

'-. _l 氷沢山
ラー・/ "~

ノr、』・

1 

事業の概要
・施設 (昭59.4.1) 

水源神川真田水源、

神科新屋水源、

千曲川泉町水源

取水能力

66，578耐/日

i争水場 染屋浄水場、

石舟浄水場

配水管延長 356.9km 

・業務

給水人口

給水世帯数

普及率

年間総配水量

93，641人

29，303戸

99.9% 

16，553，586m' 

配水能力

64，700m' 日

一日故大配水量

56.575m' 

一日子均配水量

45，228m' 

-::::;._:_ c;; 
~\\--: 
、'"'，=

広報うえだ

による耳 目水源か らの取水と石舟浄水上品

周辺町村合併による簡易水道の統合なとかi

ました。

これからの水道 拡張工事によ勺て、 In

ほとんどの地域に水道カ、づ|かれました。しか

生活をする場所が市街地から周辺地域に移り

りつつあり、水道を見直す必要に迫られっ

た。市の計画では、将来は全市内水道施設4

ビューターで管 理すること も考えています。ま

近年になって特に問題になっている込い水に

ては、現在も水質検査体制を整えて行って¥，

が、今後もこの原因となるタ ムなどの

にメスを入れていかなければな りません。

/ 

水道特集(3)
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「↑iのノド
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けて

計画

豊殿、神j
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水道特集(4)広報うえだ

お
宅
の
じ
ゃ
口
は
故
障
し
て
い
ま

せ
ん
か
。
ポ
タ
ン
ポ
タ
ン
と
落
ち
る

だ
け
で
も
長
い
間
に
は
、
か
な
り
の

水
量
に
な
り
水
道
料
金
に
加
算
さ
れ

ま
す
。こ
の
じ
ゃ
口
か
ら
の
水
漏
れ
は
、

ほ
と
ん
ど
が

「
パ
ッ

キ
ン
」
を
取
り

替
え
る
だ
け
で
直
り
ま
す
。
パ
ッ
キ

ン
は
水
道
局
で
無
料
で
お
分
け
し
て

い
ま
す
。
御
家
庭
で
も
簡
単
に
取
り

替
え
で
き
ま
す
の
で
、
左
図
の
要
領

で
取
り
替
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

(図参照)

i①立上がりの下に付いている水抜栓(不凍栓)を
止めます。

i②じゃ口の栓を全開にして、プライヤーなどで j 

スピンドルカバーを左に回してはずします。

!③コマの先き にあるナ ;/

トネジをはずし「パ;/ lJ7a務協弘一ハンドル j

キン」を取り替えます。スピンド叱ζ ，協‘

:④スピンドルカバーを元 コマ 絡観察 .. 
どおりにはめ込みます。 パッtZゴ開Uf¥L_jL

J ⑤水抜栓を聞いてくださ 〆:.2耳マ←一一一ー

い。水漏れは止まって 11 (r~ lr 
います。 ーー ナット ・

号~

同
年
度
・
公
害
苦
情
は
釘
件

工事庖名 住 所 定話

宮島鉄工所附 大字下之郷248 38-2004 

巨[こz 下 組 附 踏入2-1 -17 22 -0271 

石井設備工業(合) 天神2-3-12 22-0302 

工藤商会側 大字下之郷乙294-5 38-6956 

田丸工務所(イj) 常磐城6-11-13 22 -3412 

上世j 設備附 中央北2-1 -20 22-8022 

大屋設備工業 (ij) 大字大屋236-20 35-0217 

昭和設備工業側 中央2-22--16 24 -3911 

手口 側 常磐城3-13-17 24-3310 

唐沢設備工業 大字住吉1577 24-2602 

トキワギ水道工事庖 常磐城6-9一10 22-1343 

中央設備工業 常国 2-22-32 22-2853 

石山 i*ii 設 1i市 大字林之郷331 22-3741 

川|上商会(附 大手2-4-48 22-0858 

島田設備工業(イj) 緑が丘3-17-9 27 -5558 

千曲電業(的 踏入2-18-26 27-3221 

川西設備工業所 大字小泉849-1 24-3371 

春原連設側 大字住吉1767 22-7018 

日本方ス水道側 天神4-28-7 27-4434 

兵団設備 H-j) 大字住吉689 22-0102 I 

上 !j!} 管 工 大字諏訪形635-2 24-3290 

池田水 道 工 務所 大字秋和387-1 24-7612 

長野プロパンガス(附 大字国分542 22-5518 

本件|管工(附 大字佐久保1543-4 35-1054 

中村商会附 天神 1-6-6 25 -1046 

城南ガス設備(附 大字上田原435 22-5123 

小林設備工業所(有) 大字本郷409 38-2400 

二L 一 設 {荷 大字秋和882-3 24-6593 

~t 原 設 f脂 線カ古丘2-6 -21 24-1797 

宮 中本 設 f精 大字本郷585-1 38 -4050 

三栄工業 (ω 中央東1一13 24-1256 

符之上設備('1.1) 大字'h:回1040 24-0486 

トーワ管工側 大字住吉59-2 27-6249 

堀 設 {結 l鮒 大字8里42-5 24-0521 

富島設備附 大字本郷610-1 38-7474 

第 1種指定工事庖水道の新・増設

故障修理は指定工事応へ

御家庭の電気温水器、カス湯沸器、太陽熱温水

器などを取り 付ける場合、水道と器具との接続工

事は、市の指定工事屈でないとできませんので、

次の工事庖へお申し込みください。

工 事 病名 1主 pJr 電話

上回 ガ ス(捕 天神4-29-3 22-0454 

，口'コ'. 尾 商 r;5 緑が丘 1-22-27 22-1258 

長 自~i 商 庖 大字国分522-1 23-2950 

千里l' r街 庖 (鮒 中央6-16-8 27-3133 

堀 内 商 庖 中央西 1-6 -14 22-2613 

武藍 l羽 会(鮒 常国 2-20-26 22-8456 

サンリンl国営業戸斤(掬 大字芳田439-1 25-3030 

中央 工機 産業(附 中央2-16-10 22-8600 

上田市民主協同組合 大手2-7 -10 24-8500 

?キ ノ 商会 中央4-18-2 23 -2720 

西 設 f荷 大字上室i'i1606 31-3756 

l~ 菱 杢 t調 設備(附 常~城 3 - 1 -6 22-2747 

もi~ }~j タイ ル(却 大字御所356-5 24-6651 

山本 i1i '<~商会 大字別所温泉178 38-2123 

黒 i畢 工 務庖 大字本郷1267-4 38-2159 

μ、 出 正 憲 大字中野434 38-3296 

木 島 定 器 大字住吉290-6 24-1340 

第1種指定工事庖ー・一般の給水工事を行います。

第2種指定工事庖…水道に接続する湯沸器、温水器

などに付帯する部分のみの接続、

修理工事を行います。

パツキンを差し上げますーっ

お
宅
の大
じ丈
や
夫折、口
孝は
か

第2種指定工事庖

油
や
農
薬
の
流
出
事
故
も
あ
り
ま
し

た
。
悪
臭
で
は
畜
産
に
よ
る
も
の
の

五
十
八
年
度
は
、
灯

油
の
流
出
事
故
や
薬
品

二三也

忌



(図

①立」
止ゲ

②じ〈

スヒ

③コ苛

トヰ

キン

④スヒ

ど主:

⑤水根

御

器な ど

事は、

次の工
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泊
や
農
薬

の
流
出
事
故
も
あ
り
ま
し

た
。
悪
臭
で
は
畜
産
に
よ
る
も
の
の

他
に
、
工
場
で
使
う
シ
ン

ナ
ー
な
ど

の
溶
剤
臭
も
あ
り
ま
し
た
。

地
区
別
に
は
神
科
、
川
辺
な
ど
住

宅
化
が
進
ん
で
い
る
地
区
に
多
く
、

工
場
な
ど
の
発
生
源
と
一
般
住
宅
が

近
接
し
て
い
る
こ
と
が
一
因
と
な
っ

て
い
ま
す
。

グ
ラ
フ
③
は
、
被
害
を
種
類
別
に

示
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
う
ち
一
番

多
い
の
が
感
覚
的
、
心
理
的
被
害
で

全
体
の
七
五
%
を
占
め
て
い
ま
す
。

近
年
の
苦
情
は
、
大
気
汚
染
、
水

質
汚
濁
な
ど
比
較
的
範
囲
の
広
い

苦

情
が
減
少
し
て
き
た
反
面
、
騒
音
、

悪
臭
な
ど
の
限
ら
れ
た
範
囲
の
感
覚

的
な
苦
情
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

こ

れ
ら
の
中
に
は
、
近
所
で
の
日
常
の

会
話
が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

五
十
『八
年
度
は
、
灯

油
の
流
出
事
故
や
薬
品

に
よ
る
水
質
事
故
が
相

次
い
で
発
生
し
ま
し
た
。

昨
年
七
月
に
は
、
市

内
の
薬
品
会
社
か
ら
多

量
の
消
毒
液
が
市
街
地

の
矢
出
沢
川
に
流
れ
、

流
域
の

コ
イ
や
ア
ユ
な

ど
漁
業
関
係
に
大
き
な

被
害
が
出
ま
し
た
。
ま

た
本
年
二
月
に
は
、
菅

平
の
学
生
寮
か
ら
灯
油

約
四
百

t
が
菅
平
ダ
ム

に
流
れ
込
む
と
い
う
事
故
が
あ
り
、

上
田
市
で
は
ダ
ム
の
下
流
で
上
水
道

を
取
水
し
て
い
る
た
め
、
関
係
者
に

よ
る
調
査
や
対
策
が
慎
重
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
水
は
私
た
ち
の
日

常
生
活
と
深
く
か
か
わ
っ
て
お
り
、

水
質
事
故
に
よ
る
水
質
の
汚
濁
に
つ

い
て
は
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
注
意
が
払

わ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
水
質

事
故
は
、
バ
ル
ブ
の
締
め
忘
れ
な
ど

ち
ょ

っ
と
し
た
不
注
意
に
よ
る
も
の

や
、
万
一
の
安
全
対
策
が
じ
ゅ
う
ぶ

ん
で
な
い
場
合
に
起
こ
る
も
の
で
す
。

私
た
ち
が
日
常
使
用
し
て
い
る
灯

油
タ
ン
ク
な
ど
は
、
安
全
確
認
と
万

一
に
備
え
た
対
策
を
、
も
う
一
度
お

願
い
し
ま
す
。

日
年
度
・
公
害
苦
情
は
釘
件

水質事故に御注意

多
い
感
覚
的
・
心
理
的
被
害

昭
和
五
十
八
年
度
に
生
活
環
境
課

が
受
け
付
け
た
公
害
苦
情
の
総
数
は
、

九
十
五
件
で
前
年
度
よ
り
十
件
減
少

し
ま
し
た
。

グ
ラ
フ
①
は
、
昭
和
四
十
六
年
か

ら
の
苦
情
受
付
件
数
を
年
度
別
に
示

し
た
も
の
で
す
。
苦
情
は
、
昭
和
五

十
三
年
の
二
百
二
十
三
件
を
ピ
ー
ク

に
、
以
後
五
十
八
年
ま
で
五
年
連
続

し
て
減
少
し
て
い
ま
す
。

公
害
苦
情
が
減
少
し
て
き
た
背
景

に
は
、
生
産
工
場
の
排
水
処
理
施
設

な
ど
の
公
害
防
止
施
設
が
充
実
さ
れ

て
き
た
こ
と
。
ま
た
、
地
域
で
の
公

害
防
止
の
運
動
が
成
果
を
収
め
て
き

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

グ
ラ
フ
②
は
、
五
十
八
年
度
の
苦

情
を
種
類
別
に
分
類
し
た
も
の
で
す
。

苦
情
は
騒
音
、
水
質
、
悪
臭
の
順
に

多
く
、
こ
れ
ら
で
全
体
の
約
八
O
%

を
占
め
て
い
ま
す
。
内
訳
は
騒
音
で

は
生
産
工
場
に
よ
る
も
の
が
七
件
、

爆
音
機
六
件
、
カ
ラ
オ
ケ
六
件
、
水

質
で
は
食
料
品
関
係
が
多
く
、
ま
た

だく特集〉

害
情
件
数
の
年
度
~IJ 
推
移

み
ん
な
で
な
く
そ
う

ゴ
ミ
の
不
法
投
棄

え

58 年度

つ

道
路
、
川
、
山
林
な
ど
に
ゴ
ミ
を

捨
て
る
不
法
投
棄
が
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。
最
近
は
、
家
電
製
品
、
古
材
、

古
タ
イ
ヤ
な
ど
を
多
く
見
受
け
ま
す
。

市
で
は
、
不
法
投
棄
が
あ
れ
ば
、

す
ぐ
に
調
査
し
、
捨
て
た
人
に
片
付

け
さ
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
悪
質
な

場
合
や
不
明
の
場
合
は
答
察
に
通
報

し
、
厳
重
に
処
理
し
て
い
ま
す
。
美

し
い
自
然
を
守
る
た
め
、
ゴ
ミ
の
不

法
投
棄
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

不
法
投
棄
を
し
た
人
は
、
法
律
に

よ
り
三
か
月
以
下
の
懲
役
、
ま
た
は

二
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ

ま
す
。

一 (3)一一一昭和59年 6月1日一一一広報

57 55 56 

②
苦
情
の
種
類
別
分
類

③
被
害
の
種
類
別
分
類

54 53 52 51 50 49 48 47 46 
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ア
サ
ガ
オ
で

大
気
汚
染
調
査
を
実
施

だく特集〉一一一一昭和59年6月1日一一一 (4)ー

大
気
汚
染
物
質
に
は
、
燃
料
の
燃

焼
に
伴
っ
て
発
生
す
る
硫
黄
酸
化
物

や
窒
素
酸
化
物
な
ど
と
、
そ
れ
ら
が

太
陽
光
線
に
よ
り
化
学
変
化
を
お
こ

し
て
生
成
さ
れ
る
光
化
学
オ
キ
シ
ダ

ン
ト
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
県
が
行
っ

て
い
る
機
器
測
定
の
結
果
で
は
、
こ

れ
ら
の
各
物
質
と
も
こ
こ
数
年
横
ば

い
、
ま
た
は
や
や
減
少
の
傾
向
に
あ

今
年
も

作
品
を
募
集

えつ広報

県
で
は
、
環
境
保
護
月
間
事
業
の

一
環
と
し
て
、
ポ
ス
タ
ー
や
標
語
な

ど
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

〈
応
募
資
格
〉

。
ポ
ス
タ
ー
、
作
文

N
小
中
学
生

。
標
語
N
小
中
学
生
、

一
般
県
民

。
空
き
缶
な
ど
の
ポ
ス
タ
ー
、
標
語

H
小
中
学
生
、
高
校
生

〈
応
募
作
品
の
内
容
〉

生
活
環
境
、
自
然
保
護
、
不
法
投

棄
防
止
、
公
害
防
止
、
空
き
缶
散
乱

防
止
な
ど
に
関
す
る
も
の

〈
ホ
山
首
-v
者
H
H

池
山
一
V

-第 912号

り
ま
す
が
、
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト

に
つ
い
て
は
、
依
然
と
環
境
基
準
(
望

ま
し
い
値
)
を
上
回
る
日
が
何
日
も

発
生
し
て
い
ま
す
。

上
田
市
で
は
、
こ
の
光
化
学
オ
キ

シ
ダ
ン
ト
に
よ
る
汚
染
を
さ
ら
に
詳

し
く
調
べ
る
た
め
に
、
オ
キ
シ
ダ
ン

ト
に
対
し
て
敏
感
に
反
応
す
る
ア
サ

ガ
オ
を
用
い
た
大
気
汚
染
調
査
を
、

。
ポ
ス
タ
ー
、
作
文
は
八
月
三
十
一

日
ま
で
に
地
方
事
務
所
総
務
室
へ

。
標
語
は
七
月
三
十
一
日
ま
で
に
長

野
県
環
境
自
然
保
護
課
へ

〈
そ
の
他
〉

詳
し
い
募
集
要
領
に
つ
い
て
は
、

上
小
地
方
事
務
所
総
務
室
生
活
環
境

係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮
(⑮

1
2
6
0
内
線

2
6
8

。
昨
年
は
、
ポ
ス
タ
ー、

標
語
の
部

で
次
の
方
々
が
入
選
し
ま
し
た
。

マ
ポ
ス
タ
ー

中
沢

勇
き
ん
(
千
曲
高
校
)

マ
汚
す
ま
い
澄
ん
だ
こ
の
空
こ
の
自

然

真

島

平

一

さ

ん

(

踏

入

)

マ
人
び
と
は
守
る
自
然
に
守
ら
れ
る

戸
塚
弘
之
さ
ん
(
上
田
原
)

12号~

ま

昭
和
五
十
二
年
か
ら
実
施
し
て
お
り
、

今
年
も
七
月
か
ら
八
月
ま
で
、
市
役

所
と
上
田
市
公
害
防
止
指
導
員
宅
の

計
三
十
八
地
点
で
行
う
予
定
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
調
査
で
は
、
昭
和
五

十
二
年
か
ら
調
査
地
点
の
半
数
以
上

に
被
害
が
現
わ
れ
て
い
ま
す
。
オ
キ

シ
ダ
ン
ト
が
ア
サ
ガ
オ
の
葉
に
被
害

を
及
ぼ
す
の
は
、
そ
の
濃
度
が

0
・

0
8
P
P
M
を
上
回

っ
た
日
の
数
日

後
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ

れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
上
田
市
内
の
多

く
の
地
域
で
毎
年
環
境
基
準
の

0
・

0
6
P
P
M
を
上
回
っ
た
日
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

上
田
市
は
、
全
国
的
に
も
光
化
学

オ
キ
シ
タ
ン
ト
の
濃
度
が
高
い
地
域

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
原
因
は
、

環
境
庁
な
ど
が
行
っ
て
い
る
調
査
か

ら
、
関
東
地
方
か
ら
光
化
学
オ
キ
シ度年

果結査

)

調

直
一
冶

蜘択

御
室
口

一
-
一
に

の

お

μ'
葉
占
…

信丸

ベ
地

伏
村
山
い

l

'
 

よ

地

生

こ

査
発

刑
期
M
w

u

力サア(%) 
100 

80 

60 

40 

20 

月
分
か
ら
翌
年
の
五
月
分
)
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

ダ
ン
卜
か
流
入
す
る
と
い
う
説
が
有

力
で
、
今
後
も
そ
れ
ら
を
解
明
す
る

た
め
、
各
種
研
究
機
関
で
調
査
が
引

き
続
き
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

空
き
地
の
雑
草
は

他
人
に
迷
惑

市
内
に
は
た
く
さ
ん
の
空
き
地
が

あ
り
、
こ
れ
か
ら
は
雑
草
が
繁
茂
す

る
季
節
と
な
り
ま
す
。

雑
草
が
生
え
る
と
環
境
を
損
な
う

だ
け
で
な
く
、
ネ
ズ
ミ
や
へ
ビ
の
巣

に
な
っ
た
り
蚊
や
ハ
エ
の
発
生
源
と

な
り
、
周
固
め
人
家
に
迷
惑
を
か
け

農
作
業
に
も
被
害
を
与
え
ま
す
。

市
の
「
空
き
地
の
環
境
保
全
に
関

す
る
条
例
」
で
は
、
所
有
者
(
管
理

者
」
は
、
雑
草
を
刈
り
取
る
な
と
し

て
、
先
エ
き
地
の
整
備
を
常
に
行
う
よ

う
定
め
て
い

ま
す
。
所
有
者
(
管
理

57 56 55 54 53 52 

〈
手
続
き
方
法
〉

該
当
す
る
皆
き
ん
は

悩
祉
課
か

者
)
は
、
常
に
空
き
地
の
整
備
を
忘

れ
ず
に
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ

う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

「
空
き
缶
入
」
を
設
置

市
内
の
各
所
に
約
五
百
個
の
「
空

き
缶
入
」
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
空
き
缶
入
」
は
、
空
き
缶
な
ど
の

投
げ
捨
て
に
よ
る
散
乱
を
防
止
す
る

た
め
設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。
紙
く

ず
な
ど
の
ゴ
ミ
入
れ
で
は
な
く
、
ま

た
、
設
置
し
て
あ
る
場
所
は
ゴ
ミ
や

危
険
物
の
集
積
場
所
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。家

庭
な
ど
か
ら
出
る
ゴ
ミ
や
危
険

物
は
、
必
ず
決
め
ら
れ
た
日
に
決
め

ら
れ
た
場
所
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
c

環
境
美
化
運
動
の
日

五
月
三
十
日
は
、
「
環
境
美
化
運
動

(

F

わ
れ
V
)
の
日
」
で
す
。

今
年
は
、
六
月
三
日
間
を
二
斉

行
動
日
」
と
し
、
県
下
全
域
で
環
境

美
化
運
動
|
|
散
乱
空
き
缶
な
ど
の

追
放
ー
ー
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

市
で
も
、
自
治
会
長
き
ん
や
衛
生

部
長
さ
ん
を
中
心
と
し
て
、
散
乱
空

き
缶
な
ど
の
収
集
と
追
放
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
実
地
し
ま
す
。
市
民
的
皆
さ

ん
の
い
っ
そ
う
の
御
協
力
を
お
願
い

l
v
±
4
4
9

。
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第 912号、

お知らせ児
童
手
当
の
現
況
届

だえ

6
月
ロ
日
ま
で
に

つ一(5)一一一一昭和59年 6月1日 広報

福
祉
際
家
庭
児
童
相
談
係

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

3
8
3

有
線
②
0
7
9
1

児
竜
手
当
は
、
図
、
県
、
市
の
負

判
金
や
事
業
主
の
拠
出
金
か
ら
出
し

あ
っ
て
、
十
八
歳
未
満
の
児
童
を
三

人
以
上
養
育
し
て
い
る
皆
さ
ん
の
家

計
を
助
け
る
役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。

児
竜
手
当
や
特
別
給
付
を
受
け
て

い
る
皆
さ
ん
は
、
五
十
九
年
度
の
現

況
屑
を
六
月
十
二
日

ωま
で
に
、
地

区
制
一
当
の
民
生
(
児
童
)
委
員
さ
ん

に
お
出
し
く
だ
さ
い
。
現
況
届
は
、

児
竜
手
当
が
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か

を
確
認
す
る
大
切
な
手
続
き
で
す
の

戸
塚
弘
之
さ
ん
(
上
田
原
)

品

今年で10回目を迎えた「資源活用巴場J

ガ、5月13日市役所駐車場で行われまし疋3
会場には、だくさんの市民がつめかけ電

后・団体の安売り、不用自のせり売り(=

写真〉、修理コーナーなどに人垣を作ってし1

ました。

で
、
必
ず
期
限
内
に
・
お
出
し
く
だ
さ

い
。
用
紙
と
記
入
例
は
、
民
生
(
児

童
)
委
員
さ
ん
が
お
届
け
し
ま
す
。

毎
年
、
現
況
届
に
よ
っ
て
調
査
を

し、

一
定
額
以
上
の
所
得
が
あ
る
皆

さ
ん
は
、
そ
の
年
の
児
童
手
当
(
六

次の年紛の子供を 5人養っている人(市民税

所得割りを課せられている)の場合

参照例

12歳 10歳

l③ l④ 
5，000円+5，000円=10，000円

(月制)

14歳

② 

17歳

① 

18歳

(%) 

80 

60 

40 

20 

該
当
者
は
手
続
き
を

って
定
め空
てき
い地
まの
す整
。備

所を
有常 E
者に
(行 3
管う 《
理よ|

〈
手
続
き
方
法
v

該
当
す
る
皆
さ
ん
は
、
福
祉
課
か

塩
田
・

川
西

・
監
殿
の
各
支
所

へ
印

鑑
、
健
康
保
険
証
、
掠
込
を
希
望
す

る
金
融
機
関
の
口
座
通
帳
を
御
持
参

の
う
え
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
公
務
員
や
公
共
企
業
体
職

員
の
皆
さ
ん
は
、
勤
務
先
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
受
給
額
・
受
取
方
法
な
ど
〉

十
八
歳
未
満
の
児
童
の
う
ち
、
出

生
順
に
数
え
て
一
二
人
目
か
ら
の
義
務

教
育
終
了
前
の
児
童
一
人
に
つ
き
月

額
五
千
円
(
市
民
税
所
得
割
額
の
な

い
人
は
月
額
七
千
円
)
を
、
二
月
、

六
月
、
十
月
(
各
月
と
も
十
五
日
)

に
前
月
分
ま
で
の
四
か
月
分
を
ま
と

め
て
、
指
定
の
あ
っ
た

口
座

へ
振
り

込
み
ま
す
。

〈
特
例
給
付
〉

特
例
給
付
は
、
六
十
年
五
月
ま
で

の
問
、
児
童
手
当
の
所
得
制
限
額
を

オ
ー
バ
ー
し
た
被
用
者
(
厚
生
年
金

や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
人
)

で
、
前
年
の
所
得
が
一
定
額
(
税
法

上
の
扶
養
親
族
が
五
人
の
場
合
、
四

百
十
九
万
円
)
に
満
た
な
い
と
き
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
被
用
者
年

金
加
入
証
明
書
を
事
業
主
か
ら
受
け

て
お
持
ち
い
た
だ
く
ほ
か
は
、
児
童

手
当
と
同
じ
で
す
。

児
童
手
当
は
、
請
求
し
な
い
と
資

格
が
あ
っ
て
も
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
新
し
く
該
当
す
る
人
は
次

に
よ
り
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
受
給
資
格
〉

①
十
八
歳
未
満
の
児
童
を
三
人
以
上

養
育
し
て
い
て
、
そ
の
う
ち
一
人

以
上
が
義
務
教
育
終
了
前

(
中
学

校
卒
業
前
)
の
児
童
で
あ
る
こ
と
。

②
前
年
の
所
得
が
一
定
額
(
例
え
ば

税
法
上
の
扶
養
親
族
が
五
人
の
場

合
、
二
百
七
十
五
万
八
千
円
)
に

満
た
な
い
こ
と
。

義務教育終了前の児童ではあ りますが、

18歳未満の児童のうち 3人目以降ではない

ので支給対象とはな りません。

上記の場合の所得制限額は

く扶養親族(妻、子 5人)6人〉

3，058，000円にi前たないこと 。

しん
まの 、
すい

ーコー
そち
つ[
内 ミ
御 T
協
カ刊
を上
お u
厚A{: 

お
貸
し
し
ま
す

上
回
点
字
図
書
館
宮
⑫
1
9
7
5

市
で
は
、
自
の
不
自
由
な
皆
さ
ん

の
生
活
圏
を
拡
大
し
自
立
更
生
と
社

会
復
帰
を
促
進
す
る
た
め
、
盲
導
犬

貸
与
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
四
年
目
を
迎
、
ぇ
、
次
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
。
御
希
望
の
皆

さ
ん
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

貸
与
条
件
・・・

①
視
覚
障
害
一
級
で
十
八
歳
以
上
の

在
宅
者

②
現
に
職
に
就
い
て
い
る
か
、
近
く

職
に
就
く
こ
と
が
確
定
し
て
い
る

人
で
、
盲
導
犬
を
有
効
に
利
用
で

き
る
人

③
盲
導
犬
使
用
訓
練
を
受
け
ら
れ
る

人
(
和
歌
山
県
盲
導
犬
訓
練
所
で

八
月
上
旬
か
ら
九
月
上
旬
、
ま
た

は
十
一
月
上
旬
か
ら
十
二
月
上
旬

の
い
ず
れ
か
約
一
か
月
)

④
本
人
が
飼
育
可
能
で
あ
る
こ
と
(
犬

の
管
理
、
え
さ
代
な
ど
の
負
如
、

月
額
約
一
万
五
千
円
)

貸
与
頭
数
:
・

一
頭

申
込
締
切
日
・
・
・
七
月
十
日

ω

申
込
先
・
・
・
上
田
点
字
図
書
館
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市
営
ブ
ー
ル
な
ど
の

監
視
員
を
募
集

体
育
隈
施
段
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線
5
5
7

自
然
運
動
公
園
管
理
事
務
所

宮
⑮
7
1
9
5

市
で
は
、
市
営
プ
ー
ル
と
自
然
運

動
公
園
プ

l
ル
の
監
視
員
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

資
格
:
・
健
康
で
水
泳
経
験
の
あ
る

三
十
歳
ま
で
の
人
(
学
歴
、
性
別

は
問
い
ま
せ
ん
)

勤
務
時
間
・
・
・
午
前
八
時
三
十
分
か
ら

午
後
五
時

日

給

:
・
男
子
三
千
八
百
円
、
女
子

三
千
七
百
円

人
員
:
・
若
干
名

期
間
・
:
六
月
中
旬
か
ら
約
三
か
月

必
要
書
類
:
・
自
筆
の
履
歴
書
(
写
真

添
付
)

えつ広報

電
波
は正

し
く
使
お
う

ー第 912号

信
越
屯
波
監
理
局
で
は
、
六
月
-

日
か
ら
十
日
ま
で
を
「
屯
波
法
違
反

， 912号~

足

防
止
旬
間
」
と
定
め
、
電
波
法
令
違

反
の
未
然
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

不
法
無
線
局
、
特
に
高
出
力
で
多

チ
ャ
ン
ネ
ル
の
ハ
イ
パ
ワ

l
市
民
ラ

ジ
オ
や
不
法
ア
マ
チ
ュ
ア
局
か
ら
発

射
さ
れ
る
電
波
が
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
の
受
信
に
障
害
を
与
え
た
り
、
防

災
や
救
急
医
療
な
ど
私
た
ち
の
人
命

や
財
産
の
保
護
に
重
要
な
役
割
を
し

て
い
る
通
信
に
妨
害
を
与
、
ぇ
、
私
た

ち
の
生
活
に
重
大
な
危
険
を
も
た
ら

す
こ
と
さ
え
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
法
秩
序
を
乱
す
不
法

無
線
局
を
追
放
し
ま
し
ょ
う
。

日
赤
社
資
を

募
集
し
ま
す

日
本
赤
十
字
社
上
田
市
地
区

(
市
役
所
社
会
課
内
)

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
3
7
8

市
民
の
皆
さ
ん
、
日
ご
ろ
赤
十
字

事
業
に
御
理
解
、
御
協
力
を
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

日
本
赤
十
字
社
は
世
界
百
十
三
か

国
に
及
ぶ
赤
十
字
社
の
一
員
と
し
て
、

人
道
的
使
命
達
成
の
た
め
国
際
的
に

は
ア
フ
リ
カ
干
ば
つ
難
民
の
救
援
な

ど
を
ま
た
国
内
に
お
い
て
は
献

血
事
業
の
推
進
、
災
害
救
援
お
よ
び

同
九
時
ま
で
で
す
。

サ
ー
ク
ル
紹
介

救
急
法
講
習
会
開
催
な
ど
の
事
業
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
業
の
経
費
は
、
日
本

赤
十
字
社
の
社
員
に
加
入
さ
れ
た
皆

さ
ん
が
出
資
さ
れ
る
社
費
と
、
趣
旨

に
賛
同
さ
れ
る
皆
さ
ん
が
出
資
さ
れ

る
賛
助
金
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
ま

す
。
赤
十
字
運
動
の
根
幹
を
成
す
社

員
の
増
強
と
杜
資
の
募
集
の
た
め
、

自
治
会
の
役
員
さ
ん
や
赤
十
字
奉
仕

団
員
の
皆
さ
ん
が
お
訪
ね
し
ま
す
の

で
、
こ
の
意
義
あ
る
事
業
に
御
協
力

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

テ
ー
マ
:
・

「
ご
み
処
理
と
安
全
」

j

有
害
ご
み
な
ど
を
め
ぐ
っ
て

1

講
師
・
:
県
衛
生
公
害
研
究
所
研
究

管
理
部
長
奥
原
達
朗
さ
ん

聴
講
申
込
方
法
・
・
・
六
月
十
八
日
間
ま

で
に
市
役
所
生
活
環
境
課
(
宮
⑫

4
1
0
0
内
線
3
0
1
)

へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

H
H
簡
易
保
険
・

郵
便
年
金

1

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の

H
H

一
日
生
活
教
室
H
H

郵
政
省
で
は
、
「
簡
易
保
険
・
郵
便

年
金
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
行
い
ま

す
。
応
募
方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。

応
募
資
格
・
:
小
学
校
五
・
六
年
生
、

中
学
校
一
・
二
・
三
年
生

テ
ー
マ
:
・
次
の
い
ず
れ
か
を
選
ん
で

く
だ
さ
い
。

①
課
題
H

簡
易
保
険
、
郵
便
年
金
に

関
係
の
あ
る
も
の

②
自
由
題

1
日
ご
ろ
思
っ
て
い
る
こ

と
、
感
動
し
た
こ
と
な
ど

字

数

:

・
小
学
生
は
四
百
字
詰
め
原

稿
用
紙
三
枚
程
度
、
中
学
生
は
四

百
字
詰
め
原
杭
用
紙
四

i
五
枚
紅

度
締
め
切
り
・
・
・
六
月
三
十
日
出

作
品
を
募
集

「
ご
み
処
理
と
安
全
」

の
御
聴
講
を

上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

宮
⑫
8
5
1
7

長
野
県
上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

で
は
、
一
日
生
活
教
室
と
し
て
毎
月

講
演
会
を
開
い
て
い
ま
す
。
今
月
は

次
の
と
お
り
で
す
。
御
聴
講
く
だ
さ

と
き
・
:
六
月
二
十
一
日
同
午
後

一

時
三
十
分
か
ら
三
時
三
十
分

と
こ
ろ
:
・
上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

教
室

ーι，1，0，.・・，01''''，・1・1'''11，

コ
ー
ン
な
ど

「
上
回
の
森
」で

応
募
先
・
お
問
い
合
わ
せ
・
:
お
近
く

の
郵
便
局

御
存
じ
で
す
か

婦
人
少
年
室
協
助
員

長
野
婦
人
少
年
室

宮

0
2
6
2
@
7
8
1
7

婦
人
少
年
室
協
助
員
制
度
と
は
、

婦
人
少
年
行
政
の
円
滑
な
推
進
と
地

域
へ
の
浸
透
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

昭
和
二
十
八
年
に
設
け
ら
れ
た
も
の

で
す
。

婦
人
少
年
室
協
助
買
の
皆
さ
ん
は

労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
婦
人
少
年
室

の
業
務
に
協
力
す
る
と
と
も
に
、
少

年
問
題
の
実
態
把
握
や
相
談
な
ど
の

活
動
も
し
て
い
ま
す
。

当
地
区
で
は
、
次
の
皆
さ
ん
が
委

嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。

O
朝
岡
宣
子
さ
ん

l
常
田
二
l
二
九

O
石
川
美
和
子
さ
ん
H

緑
が
丘
二

i

一
O
l
一
六

O
箱
山
政
子
さ
ん

l
芳
田
三
七
八

O
荒
木
伝
久
さ
ん

l
上
回
商
工
会
議

所
事
務
同
長

と
ニ
ろ
:
中
部
孟
力
上
回
音
楽
所
掃

人
教
室



ーー第 9

日
同
島
屯
波
昆
理
局
で
は
、
六
月
一

り
か
ら
十
日
ま
で
を
「
孟
波
法
違
反

第 912号、

勤労青少年ホーム

だえつ一(7)一一一ー昭和59年6月1日 広報

サークル紹介と行事予定
① 

勤
労
青
少
年
ホ

l
ム
で
は
、
市
内

に
お
住
ま
い
か
市
内
の
事
業
所
に
お

勤
め
の
二
十
九
歳
以
下
の
勤
労
青
少

年
を
対
象
と
し
て
、
各
種
講
座
や
サ

ー
ク
ル
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
回
か
ら
サ
ー
ク
ル
紹

介
と
、
月
の
行
事
予
定
を
掲
載
し
ま

す
の
で
、
御
利
用
の
際
の
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
開
館
日
は
月

曜
日
か
ら
土
曜
日
の
午
後
一
時
か
ら

と
を
、
ま
た
、
国
内
に
お
い
て
は
献

血
事
業
の
推
進
、

災
害
救
援
お
よ
び

と
ニ
ろ
:
・
上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

教
室

ヘ

〈
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
ク
ラ
ブ
〉

初

心

者

の

た

め

の

ア

ー

チ

ェ

リ

ー

九

学

生

と

市

民

の

交

流

教
室
を
、
ク
ラ
ブ
の
練
習
日
に
あ
わ
川

|
|
l
i
l
i
-
-
l
i
l
-
-

せ
て
行

っ
て
い
ま
す
。

川

市

内

各
大
学
(
長
野
大
学
、
上
田

練
習
日
・
:
毎
週
月
曜
日
、
午
後
六
時
川
女
子
短
期
大
学
、
信
州
大
学
繊
維
学

三

十

分

か

ら

川

部

)

の

学

生

が

集

ま

り

、

学

生

聞

の

と
こ
ろ
・
:
青
少
年
ホ
l
ム
体
育
室
(
上
川
親
睦
や
学
生
と
市
民
の
皆
さ
ん
と
の

履

き

持

参

)

ヘ

交

流

を

深

め

て

い

こ

う

と

い

う

意

義

講
師
:
・
県
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
協
会
員

川
に
基
づ
い
て
、
「
第
三
回
統
一
上
田
市

川
学
生
文
化
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
(
愛

6
月
の
行
事
予
定

川
称
・
上
田

の
森
)
」
を
次
の

と
お
り
開

マ
上
田
市
民
吹
奏
楽
団
第
八
固
定
期
川
催
し
ま
す
。

演

奏

会

川

市

民

の

皆

さ

ん

に

楽

し

ん

で

い

た

と
き
:
・
六
月
十
七
日
日
午
後
二
時

い
だ
け
る
企
画
を
用
意
し
て
い
ま
す
の

開

演

い

で

、

大

勢

の

皆

さ

ん

の
御
来
場
を
お

と

ニ

ろ

:

・

上

田

市

民

会

館

川

待

ち

し

て

い

ま

す
。

入
場
料
・
:
一
般
五
百
円

(
前
売
り
券
川
と
き
・
:
六
月
二
十
四
日
間
午
前
十

四
百
円
)
、
中
学
生
以
下
回
百
円
(前
J

時
か
ら
午
後
五
時
(
雨
天
の
場
合

売
り
券
三
百
円
)

J

は
七
月
一
日
間
)

主
な
演
奏
曲
目
:
・
ロ
ー
マ
の
謝
肉
祭
J

と
二
ろ
:・上
回
公
園

(
本
丸
内
)

序
曲
、
交
響
的
断
輩
、
ポ
ピ
ュ
ラ
川
内
容

ー

ア

ラ

カ

ル

ト

な

ど

川

マ
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ

1
ミ
ス
タ
ー
ア

マ
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
川

ン
ド
ミ
ス
上
田
の
森

コ
ン
テ
ス

と
き
:
・
六
月
十
八

日
間
午
後
六
時

川

ト

、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
そ
の
他

三

十

分

川

各

大

学

の

特

色

を

生

か

し

た

企

と
こ
ろ
・
:
青
少
年
ホ
l
ム
体
育
室
(
上

川

画

な
ど

履

き

持

参

)

川

マ

サ

ブ

ス

テ

ー

ジ

l
お
姉
さ
ん
と
い

内

容

:・ダ
|
ツ
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
、
へ

っ
し
ょ
、
お
馬
さ
ん
と
遊
ぽ
う

風

船

割

り

な

ど

川

マ
露
庖

1
ク
レ
ー
プ
、
お
に
ぎ
り
、

日
円
台
ル
畦
吋
+
手
予
‘、

手、
4

7
0

サ
ー
ク
ル
紹
介

「
上
回
の
森
」で

度
締
め
切
り
・
・
・
六
月
三
十
日
出

J
小

ツ

イ
ノ

コ

l
e
、
/
介
。

yし

無
料
毛
髪
相
談
室
へ

と
ニ
ろ
4

6

1

中
部
電
力
上
回
昔
要
所
婦

人
教
室

定
員
・
:
各
コ

l
ス
と
も
二
十
四
名

会
費
:
・
材
料
代
と
し
て
一
回
五
百

円
程
度

お
出
か
け
を

県
理
容
組
合
で
は
、
頭
髪
の

こ
と

で
心
配
や
悩
み
を
お
持
ち
の
皆
さ
ん

の
た
め
に
、
無
料
の
相
談
室
を
次
の

と
お
り
聞
き
ま
す
。
お
気
軽
に
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

と
き
:
・
六
月
十
七
日
間
午
前
十
時

三
十
分
か
ら
午
後
四
時

と
こ
ろ
:
・
イ
ト
ウ
ヨ

l
カ
ド
|
正
面

玄
関

相
談
員
:
・
専
門
家
が

コ
ン
ピ
ュ

ー
タ

ー
で
診
断
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
:
・
長
野
県
理
容
会
館

2
0
2
6
3
⑮
6
6
5
0
 

料
理
教
室
の

受
講
者
を
募
集

中
部
電
力
上
国
営
業
所

サ
ー
ビ
ス
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
謀

宮
⑫
1
2
4
0

中
部
電
力
で
は
、
婦
人
の
皆
さ
ん

を
対
象
に
次
の
と
お
り
料
理
教
室
の

受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

料理教室日程表
コ
期 間 日程 時 間日

ス

7/4附~ 第 1・3 午前10:00-
A 
9/19(水) 水曜日 午後 1:00 

7/5 (村~ 第 1・3 午前10:00-
B 
9/20休) 木曜日 午後 1:00 

交通事故相談に応じてL、ます

市では、毎日(土曜・日曜祝日除く)午前

9時から午後4時まで、交通事故について交

通事故相談員が相談に応じています。お気軽

に御相談ください。

とニろ・・・上田市役所市民相談室(西庁舎2階)
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(
四
月
三
十
日
現
在
)

次
の
皆
さ
ん
が
な
く
な
ら
れ
ま
し

た
。
謹
ん
で
ご
め
い
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

小
山
き
く
江
さ
ん

高
村
き
だ
さ
ん

(
国
分
一
丁
目
)

成
浬
鶴
代
さ
ん

古
家
真
実
さ
ん

小
林
ヤ
ヲ
さ
ん

l

(中
央
二
丁
目
)

4
田
中
直
子
さ
ん

広

神
林
志
づ
き
ん

一

宮
崎
忠
雄
さ
ん

一

(天
神

一
丁
目
)

北
天
神
町

一

鈴

木

正

子

さ

ん

森

一

小
山
信

男

さ

ん

緑

が

丘

一
板
垣
主
務
さ
ん

一

(中
央

六

丁

目

)

材

木

町

一

小
林
福
次
郎
さ
ん

町
吉
田

一

山

田
ア
キ
ノ
さ
ん

一
(
天
神
二
丁
目
)
北
天
神
町

号

甲

田

嫡

子

さ

ん

五

加

似

桑

野

市

太

郎

さ

ん

下

之

郷

第
増
田
繁
昌
さ
ん

-
戸aS1串ハ
J

T

J
同
口
)

下
室
賀

大大上

えつ

材
木
町

新

屋
下

郷
本

屋屋堀町

藤
之
木

七
五

大
谷
秀
夫
さ
ん

市
橋
ソ
マ
さ
ん

(
大
手
二
丁
目
)

三
宅
正
人
さ
ん

(
中
央
二
丁
目
)

宮
島
好
人
さ
ん

(中
央
西
一
丁
目
)

春
原
徳
雄
さ
ん

関

博

夫

さ

ん

武
田
伺
子
さ
ん

(
緑
が
丘
一
丁
目
)
新
田

渡

部

不

可

代

さ

ん

下

堀

植

木

金

治

さ

ん

吉

田

山
崎

道

信

さ

ん

諏

訪

形

鈴

木

き

く

の

さ

ん

吉

田

山
崎

安

子

さ

ん

下

塩

尻

倉

島

利

夫

さ

ん

中

之

条

山
寄

安

二

郎

さ

ん

山

口

小
林
隆
久
さ
ん
塩
田
新
町

星
野
七
四
郎
さ
ん
三
好
町

丸
山
定

雄

さ

ん

仁

古

田

堀

内

淑

子

さ

ん

学

海

南

角

谷

博

さ

ん

西

脇

竹

内

ユ

キ

さ

ん

東

前

山

五
十
川
玲
子
さ
ん
諏
訪
形

峰

村

完

敏

き

ん

中

組

宮

島

正

人

さ

ん

小

牧

宮
島
よ
し
子
き
ん
下
本
郷

小
林
み
よ
い
さ
ん

(
材
木
町
一
丁
目
)

材
木
町

山
極
義
人
さ

ん

塩

田

新

町

小
林
フ
ジ
さ
ん

大
手
町

本北
大
手

上
塩
尻

石

神

八
一
八
二

。
八四八
二二五

六七六
九 O 七

八七
四 O

六
八
八

O
六
七

七
O 

'116日

1 県
l 総
I A 

j;;段
司、 ')(.

司11
11練
L を
l 笑
地

口
可
J

町

(
緑
が
丘
一
丁
目
)

宮
下
た
か
さ
ん

大
滝
ミ
ツ
エ
さ
ん

米
沢
多
平
さ
ん

山
本
憲
三
き
ん

(中
央
西
一
丁
目
)下
紺
屋
町

竹

田

け

さ

子

さ

ん

国

分

新

井

千

代

一

さ

ん

大

屋

立

花

都

さ

ん

(
緑
が
丘
二
丁
目
)
緑
が
丘
北

宮
淵
義
泉
さ
ん

(中
央
三
丁
目
)

原

町

羽
根
作
治
さ
ん

(中
央
西
一
丁
目
)下
紺
屋
町

横

林

竹

雄

さ

ん

須

川

滝

沢

澄

さ

ん

(
緑
が
丘
一

丁
目
)

新

屋

江
尻
武
重
さ
ん

(

中

央

一

丁

目

)

本

町

土
屋
タ
ケ
ヨ
さ
ん
諏
訪
形

宮

原

と

め

子

さ

ん

小

泉

池

田

真

治

き

ん

下

本

郷

小
林
ゃ
い
子
さ
ん
林
之
郷

荒
井
ち
よ
さ
ん

(
中
央
六
丁
目
)
鍛
冶
町

出
野
稲
子
さ
ん

(中
央
四
丁
目
)

大
井
美
代
子
さ
ん

関

孝

蔵

さ

ん

高
島
美
す

は
さ
ん

塩
入
今
朝
巳
さ
ん

志
賀
忠
治
さ
ん

四ノ、八五
O
六
六
六
九

七七七一六八四五九六八四七八四六七
九六四九八 O 二七 O 四一八三八九 000

七
O
七
一

緑
が
丘

大

屋
川
辺
町

大

屋

丸
堀
町

秋

和
川
辺
町

三
好
町

鈴

子

岩

門

2

・3
ペ
ー
ジ

五七八八
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雨の日は危険がいっぱい

ドライバー、歩行者ともに交通事故

ドライバーの皆さん、雨

雨の日は、

の危険性が高まります。 岩

F守
の日に歩行者のそば.を通るときは、必ずスピード

を落として走りましょう。
七八四

七九

あなたの考えを市政提言電話へ

ft25-2539C留守番電話)

市では、「市政提言電話」を設置しています。

あなたの建設的な御意見、御提案をお待ちして

います。開設時間は、午前9時から午後8時ま

でです。

「市民の森」のテニスコート

お貸しします

このほど「市民の森」に、全天候性のテニ

スコート 4面が完成しました。 6月 1白から

皆さんにお貸しします。お申し込みは、わし

Ij:'山荘 (ft⑧0363・有線②3248)へお願いし
ます。

市
民
と
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長
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日
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